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瀬
戸
内
町
議
会
で

は
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

で
も
中
継
配
信
し
て

い
ま
す
。

議
会
で
今
、
ど
ん
な

こ
と
を
審
議
・
協
議

し
て
い
る
ん
だ
ろ
う

か
？

気
に
な
る
方
は
、
右

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
込
ん
で
動
画
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。　
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定例会

　　　　　　　　　　　　（2）

　第 3 回（9 月）定例会では，予算議案 22 件，条例議案 10 件，その他議案 6 件の計 38 件の

議案を審議し，それぞれ可決しました。令和 3 年度各会計決算議案１１件については，議長及

び監査を除く８名で構成する決算審査特別委員会（委員長　元井　直志 ，副委員長　柳谷　昌

臣 ）を設置し審査を行った結果，原案のとおり認定し，最終日に委員長から報告がなされました。

主な議案の要旨は次のとおりです。

補
正
予
算

●
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

主
な
要
因
は
、集
落
等
支
援
事
業
費
、

財
政
調
整
基
金
、
公
共
施
設
と
維
持
管

理
基
金
を
積
立
金
と
し
て
を
追
加
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

条
例
の
改
正
等

●
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

主
な
改
正
点
は
、
い
わ
ゆ
る
産
後
パ

パ
育
休
と
呼
ば
れ
る
、
子
の
出
生
後
8

週
間
以
内
に
育
児
休
業
を
取
得
す
る
際

の
期
間
を
追
記
し
、
法
改
正
が
行
わ
れ

た
こ
と
等
に
よ
る
町
条
例
の
条
ず
れ
等

を
修
正
し
た
も
の
で
す
。

選
挙
管
理
委
員
・
同
補
充
員
の
選
挙

●
本
議
案
は
、
令
和
４
年
10
月
17
日
に

任
期
満
了
を
迎
え
る
選
挙
管
理
委
員
・

同
補
充
員
に
つ
い
て
、
全
会
一
致
で
可

決
し
、
選
挙
管
理
委
員
4
名
・
同
補
充

　第２回臨時会では，予算議案１件，その他議案１件の計２件の議案を審議し，それぞれ可決し

ました。主な議案の要旨は次のとおりです。

第 2 回臨時会　 ８月２日

補
正
予
算

●
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

主
な
要
因
は
、
総
務
費
や
商
工
費
に

お
い
て
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業

を
追
加
し
た
こ
と
。

　

ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
推
進
事
業
費
と
し

て
７
５
０
万
円
を
追
加
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

契
約
議
案

●
令
和
４
年
度
特
定
離
島
ふ
る
さ
と
お

こ
し
推
進
事
業
（
移
動
図
書
館
車
整
備

事
業
）
物
品
売
買
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
、
株
式
会
社
イ
ズ
ミ
車
体
製
作
所
が

一
金
２
、０
９
２
万
４
、２
２
０
円
で
落

札
し
た
も
の
で
す
。
主
な
移
動
図
書
館

車
の
仕
様
は
、
３
・
５
ト
ン
の
ト
ラ
ッ

ク
ベ
ー
ス
に
よ
る
内
外
へ
の
書
架（
３
，

０
０
０
冊
程
度
）
の
設
置
、
上
部
電
動

テ
ン
ト
、
引
き
出
し
式
電
動
リ
フ
ト
な

ど
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

賛成　〇　反対　×　欠席　△　議長は採決に加わりません　―

第 ３回定例会　 9 月 6 日～ 15 日

泰
山
祐
一

福
田
鶴
代

永
井
し
ず
の

柳
谷
昌
臣

元
井
直
志

池
田
啓
一

向
野　

忍

中
村
義
隆

岡
田
弘
通

安　

和
弘

60 一般会計補正予算（第3号） 〇 △ 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 × 原案可決

61
令和4年度特定離島ふるさとおこし推進事業（移動図
書館車整備事業）物品売買契約の締結について

〇 △ 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 可決

議員名（議席番号順）

議
案
番
号

件名

議
決
結
果



定例会

（3）

員
4
名
が
当
選
し
ま
し
た
。

　
　
　

選
挙
管
理
委
員

　　　　　　　　　　　　　　　
加
納　
良
三

　　　　　　　　　　　　　　　
加
藤　
文
嗣

　　　　　　　　　　　　　　　
三
島　
茂
彦

　　　　　　　　　　　　　　　
福
田　
久
美

　　　　　 

同
補
充
員

　　　　　　　　　　　　　　　
積
野　
良
朗

　　　　　　　　　　　　　　　
山
倉　　
馨

　　　　　　　　　　　　　　　
榮　
小
知
子

　　　　　　　　　　　　　　　
徳
永　
一
二

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

本
議
案
は
、
人
権
擁
護
委
員
の
伊
藤

悦
郎
氏
が
、
令
和
4
年
12
月
31
日
で
任

期
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
代
わ
り
に

信
島
良
章
氏
を
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

と
し
て
、
法
務
大
臣
宛
推
薦
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
人
権
擁
護
委
員
法
第
6
条

第
３
項
に
よ
り
、
議
会
の
意
見
を
求
め

る
も
の
で
す
。

　

新
規
推
薦
と
な
る
、
信
島
良
章
氏
の

推
薦
に
対
し
、適
任
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

賛成　〇　反対　×　欠席　△　議長は採決に加わりません　―

泰
山
祐
一

福
田
鶴
代

永
井
し
ず
の

柳
谷
昌
臣

元
井
直
志

池
田
啓
一

向
野　

忍

中
村
義
隆

岡
田
弘
通

安　

和
弘

62 令和3年度瀬戸内町一般会計決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 認定

63
令和3年度瀬戸内町巡回診療施設特別会計決算の認定
について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 認定

64
令和3年度瀬戸内町国民健康保険特別会計決算の認定
について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 認定

65
令和3年度瀬戸内町介護保険特別会計決算の認定につ
いて

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 認定

66
令和3年度後期高齢者医療事業特別会計決算の認定に
ついて

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 認定

67
令和3年度瀬戸内町屠畜場事業特別会計決算の認定に
ついて

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 認定

68
令和3年度瀬戸内町船舶交通事業特別会計決算の認定
について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 認定

69
令和3年度瀬戸内町古仁屋港上屋事業特別会計決算の
認定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 認定

70
令和3年度農業集落排水事業特別会計決算の認定につ
いて

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 認定

71
令和3年度瀬戸内町簡易水道事業特別会計決算の認定
について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 認定

72 令和3年度瀬戸内町水道事業会計決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 認定

73
令和4年度瀬戸内町一般会計補正予算（第4号）につ
いて

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

74
令和4年度瀬戸内町巡回診療施設特別会計補正予算
（第2号）について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

75
令和4年度瀬戸内町国民健康保険特別会計補正予算
（第1号）について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

76
令和4年度瀬戸内町介護保険特別会計補正予算（第1
号）について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

77
令和4年度瀬戸内町後期高齢者医療事業特別会計補正
予算（第1号）について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

78
令和4年度瀬戸内町船舶交通事業特別会計補正予算
（第2号）について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

79 職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

80
令和3年度（繰越）鳥獣被害対策実践事業（整備事
業）イノシシ侵入防止柵物品売買契約の締結につい
て

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 可決

81
令和4年度鳥獣被害対策実践事業（整備事業）イノシ
シ侵入防止柵物品売買契約の締結について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 可決

82 町長等の給与等に関する条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 原案可決

議員名（議席番号順）
議
案
番
号

件名

議
決
結
果
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補
正
予
算

●
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
5
号
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

主
な
要
因
は
、
土
木
費
に

１
３
０
万
円
、消
防
費
に
４
５
万
円
、

教
育
費
に
６
７
４
万
円
を
追
加
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

契
約
議
案

●
瀬
戸
内
分
屯
地
周
辺
道
路
改
修
等

（
補
助
金
）
工
事
（
節
子
１
工
区
）

請
負
契
約
の
締
結

●
瀬
戸
内
分
屯
地
周
辺
道
路
改
修
等

（
補
助
金
）
工
事
（
節
子
２
工
区
）

請
負
契
約
の
締
結

●
特
定
離
島
ふ
る
さ
と
お
こ
し
推
進

事
業
（
畜
産
振
興
施
設
整
備
）
農
業

機
械
売
買
契
約
の
締
結　

他
２
件

条
例
改
正

瀬
戸
内
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
設
置

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　第３回臨時会では，予算議案１件，条例議案 1 件，その他議案５件の計７件の議案を審議し，

それぞれ可決しました。主な議案の要旨は次のとおりです。

賛成　〇　反対　×　欠席　△　議長は採決に加わりません　―

第 ３回臨時会　

賛成　〇　反対　×　欠席　△　議長は採決に加わりません　―

                  １０月１１日

泰
山
祐
一

福
田
鶴
代

永
井
し
ず
の

柳
谷
昌
臣

元
井
直
志

池
田
啓
一

向
野　

忍

中
村
義
隆

岡
田
弘
通

安　

和
弘

諮問２
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについ
て

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 適任

陳情８

教職員定数改善と義務教育費国庫負担率の引き上
げ、複式学級の解消をはかるための、2023年度政府
予算に意見書採択の陳情について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 採択

ー 瀬戸内町選挙管理委員の選挙及び同補充員の選挙 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 全員当選

議員名（議席番号順）
議
案
番
号

件名

議
決
結
果

泰
山
祐
一

福
田
鶴
代

永
井
し
ず
の

柳
谷
昌
臣

元
井
直
志

池
田
啓
一

向
野　

忍

中
村
義
隆

岡
田
弘
通

安　

和
弘

83
令和4年度瀬戸内町瀬戸内町一般会計補正予算（第５
号）について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 △ 〇 原案可決

84
令和３年度（繰越）防災行政無線個別受信機整備工
事請負変更契約の締結について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 △ 〇 可決

85
瀬戸内分屯地周辺道路改修等（補助金）工事（節子1
工区）請負契約の締結について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 △ 〇 可決

86
瀬戸内分屯地周辺道路改修等（補助金）工事（節子2
工区）請負契約の締結について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 △ 〇 可決

87
令和4年度特定離島ふるさとおこし推進事業（畜産振
興施設整備）農業機械売買契約の締結について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 △ 〇 可決

88
令和4年度特定離島ふるさとおこし推進事業（移動図
書館車整備事業）物品売買変更契約の締結について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 △ 〇 可決

89
瀬戸内町立学校給食センター設置条例の一部改正に
ついて

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 △ 〇 原案可決

議員名（議席番号順）
議
案
番
号

件名

議
決
結
果
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令和３年度決算審査意見（ 13 項目）

１． 　町民の所得向上 ・ 生活の安定を図り、 自主財源の確保に努められたい。

２． 　職員研修や人事評価については、 職員のモチベーションを高めるよう努められたい。

３． 　広く町民にデジタル活用をして頂けるよう努められたい。 　

４． 　ふるさと納税については、 更なる寄付金の増を目指し、 あらゆる方策を講じられたい。

５． 　人口対策として、 子育て ・ 教育 ・ 定住促進等に向け、 更なる連携強化に努められ、 全庁を上

　　　　げ取組まれたい。

６． 　一次産業の環境整備を図り、 就業者の増と所得向上に向け、 鋭意努力されたい。

７． 　遊休地 ・ 耕作放棄地等を有効活用し、 産業振興に邁進されたい。

８． 　夢のある大島海峡の取組みに向け、 鋭意努力されたい。

９． 　子どもたちが安心 ・ 安全で過ごせるよう公園管理を含め、 環境整備に努められたい。

１０． 　消防団員の定数確保に向け、 あらゆる方策を講じられたい。

１１． 　公民館等の建設にあたり、 集落負担比率の軽減を図られたい。

１２． 　将来、 各種保険料負担が増額とならないよう創意工夫に努められたい。

１３． 各種事業を実施するにあたり、 将来を見据え関係機関等としっかりと協議を行い、 町民へ適宜

　　　　情報発信を図られたい。

決算審査特別委員会

決算について質疑する委員

決算審査特別委員会

委員の質疑に回答する当局職員
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一般
質問

私
は
こ
こ
が
聞
き
た
い
！

6人の議員が一般質問

定例会第 2 日目、 3 日目、 4 日目に一般質問が行われ、

6 人の議員が町政について質問しました。

通告順（ 発言順） に掲載します。

7ｐ
柳谷　昌臣　議員

●せとうち創生マニフェスト　他

8ｐ

永井　しずの　議員

●全ての子供達を育てる環境

●各集落への支援

●古仁屋高校の活性化　

●古仁屋市街地の商店事情

9ｐ
泰山　祐一　議員

●町長の政治姿勢　他

10ｐ

中村　義隆　議員

●新型コロナウィルス

●嘉徳護岸工事の現状

●網野子～節子の道路

●教育行政　他

11ｐ

福田　鶴代　議員

●放課後児童クラブ

●医療福祉　他

12ｐ

元井　直志　議員

●グランドデザイン

●ドローン

●生徒のランドセル　他

一
般
質
問
と
は

　

一
般
質
問
と
は
、
町
の
行
政

全
般
（
一
般
事
務
）
に
関
し
、

執
行
者
所
見
や
疑
義
に
つ
い
て

質
問
で
き
る
も
の
で
す
。

　

質
問
す
る
議
員
も
受
け
る
執

行
機
関
も
十
分
な
時
間
が
必
要

な
こ
と
か
ら
通
告
制
と
し
、
事

前
に
質
問
内
容
を
通
告
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
質
問
に
対
す
る
答
弁

書
が
作
成
さ
れ
一
般
質
問
の

後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
へ
配
布

さ
れ
ま
す
。

　

質
問
時
間
は
、
1
人
に
つ
き

質
問
答
弁
を
含
め
60
分
以
内
で

完
了
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

再
質
問
か
ら
は
、
一
問
一
答

方
式
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
時

間
内
で
あ
れ
ば
何
度
で
も
再
質

問
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
一
般
質
問
に
対
す

る
関
連
質
問
は
、
許
可
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
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柳谷昌臣議員

せ
と
う
ち
創
生
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て

柳
谷　

せ
と
う
ち
創
生
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て
、
達

成
率
を
伺
い
ま
す
。

町
長　

2
期
目
に
お
き
ま

し
て
は
、
6
つ
の
項
目
45

の
事
業
を
掲
げ
、
進
捗
を

図
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
提
示
し
ま
す
達
成

率
に
つ
い
て
は
、一
．「
共

生
・
協
働
に
よ
る
町
民
主

体
の
シ
マ
」
12
事
業
で
達

成
率
77
％
、
二
．「
幸
せ

な
暮
ら
し
を
共
に
支
え
合

う
福
祉
の
シ
マ
」
４
事
業

で
達
成
率
75
％
、三
．「
人

を
育
て
心
を
育
む
思
い
や

り
の
あ
る
シ
マ
」
７
事
業

で
達
成
率
75
％
、四
．「
雇

用
創
出
に
よ
る
活
力
あ
ふ

れ
る
躍
動
す
る
シ
マ
」
13

事
業
で
達
成
率
65
％
、五
．

「
安
全
・
安
心
で
快
適
に

暮
ら
せ
る
シ
マ
」
4
事
業

で
達
成
率
56
％
、六
．「
環

境
を
守
り
自
然
と
調
和
し

た
シ
マ
」
5
事
業
で
達
成

率
70
％
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。　
　
　
　

柳
谷　

行
財
政
改
革
・
充
実

の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

町
長　

職
員
の
意
識
改
革
・

組
織
再
編
、
情
報
発
信
の
強

化
に
向
け
取
組
ん
で
お
り

ま
す
。
職
員
の
意
識
改
革
と

し
ま
し
て
は
、
町
職
員
と
し

て
、
様
々
な
課
題
を
自
ら
解

決
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
よ

り
効
果
的
に
提
供
す
る
た
め

に
、
目
指
す
べ
き
職
員
像
を

定
め
、
計
画
的
な
人
材
育
成

に
努
め
て
お
り
ま
す
。
組
織

再
編
と
し
ま
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
交
通
政
策
問
題
や
世
界

自
然
遺
産
登
録
へ
の
対
応
の

た
め
、
組
織
再
編
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
に
お
い
て

も
新
た
な
課
題
等
へ
対
応
す

る
た
め
の
組
織
再
編
に
つ
い

て
は
随
時
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

情
報
発
信
の
強
化
と
し
ま

し
て
は
、
町
広
報
誌
の
内
容

充
実
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

は
じ
め
、
町
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

せ
と
う
ち
ラ
ジ
オ
放
送
を
有

効
に
活
用
し
た
積
極
的
な
行

政
情
報
の
発
信
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
持
続

可
能
な
財
政
運
営
の
た

め
、「
強
固
な
財
政
」
を

目
標
と
し
て
、
歳
入
で
は

国
や
県
か
ら
の
補
助
金
な

ど
の
財
源
獲
得
を
職
員
が

意
識
し
、
歳
出
で
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
多
様
化
す
る
町
民

ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
す

る
た
め
、
真
に
求
め
ら
れ

る
事
業
の
取
捨
選
択
に
よ

り
予
算
編
成
を
行
い
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

柳
谷　

幼
児
教
育
の
充

実
・
整
備
の
取
組
み
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

町
長　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

掲
げ
て
い
る
「
認
定
こ
ど

も
園
の
整
備
」
に
つ
い
て

は
、
過
去
の
答
弁
で
も
申

し
上
げ
た
と
お
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
を
受
け
た

ワ
ー
キ
ン
グ
報
告
書
に

て
、
認
定
こ
ど
も
園
と
し

て
の
整
備
で
は
な
く
、
既

存
の
施
設
の
機
能
強
化
を

想
定
し
た
「
子
育
て
支
援

チ
ー
ム
せ
と
う
ち
を
進
め

て
い
く
中
で
、
ま
だ
ま
だ

取
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
で
、
多
く
の
町
民
や
郷

友
会
の
皆
さ
ん
か
ら
、
ぜ

ひ
3
期
目
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
欲
し
い
と
有
難
い

言
葉
も
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
私
と
し
ま
し
て
も

長
期
振
興
計
画
の
基
本
理

念
で
あ
る
「
人
が
輝
く
夢

と
希
望
に
満
ち
た
魅
力
あ

る
シ
マ
」
こ
れ
を
実
現
す

る
た
め
に
、
そ
し
て
次
代

を
担
う
世
代
に
自
信
と
誇

り
を
持
っ
て
引
き
継
ぐ
た

め
に
も
私
が
来
年
選
挙
に

出
馬
し
て
、
そ
の
責
任
と

覚
悟
を
持
っ
て
3
期
目
も

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
そ

う
い
う
思
い
で
出
馬
を
決

意
し
ま
し
た
。

に
順
調
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
１
０
０
％
に
向
け
て

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

来
年
６
月
に
任
期
を
迎
え

る
３
期
目
の
町
長
選
に
つ

い
て
は
ど
の
様
に
お
考
え

で
し
ょ
う
か
？

町
長　

私
の
町
長
就
任
時

に
、
町
民
・
全
国
の
郷
友

会
・
役
場
職
員
が
一
体
と

な
っ
た
チ
ー
ム
せ
と
う
ち

を
旗
印
に
掲
げ
て
町
政
運

営
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
2
期
目
に
あ
た
っ
て

は
、
長
期
振
興
計
画
を
策

定
し
て
10
年
間
の
計
画
の

中
で
来
年
度
で
半
分
の
5

年
が
過
ぎ
ま
す
。
前
期
5

年
を
検
証
し
た
上
で
次
の

5
年
後
に
向
け
て
確
実
に

推
進
し
て
い
く
責
任
が

私
に
は
あ
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
よ
り
強
固
な

拠
点
施
設
」
の
整
備
を
検

討
す
る
、
と
の
報
告
を
受

け
て
い
ま
す
。
こ
の
報
告

を
受
け
て
、
今
現
在
、
老

朽
化
の
進
む
高
丘
保
育
所

を
単
純
に
建
替
え
る
の
で

は
無
く
、
機
能
を
強
化
し

た
「
子
育
て
支
援
拠
点
施

設
」
と
し
て
整
備
す
る
こ

と
で
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

あ
る「
幼
児
教
育
の
充
実
・

整
備
」
の
達
成
を
目
指
し

ま
す
。

柳
谷　

商
店
街
の
活
性
化

の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

町
長　

今
月
購
入
申
し
込

み
を
受
け
付
け
る
、
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
で
、

町
内
で
の
購
買
喚
起
を
図

り
、
活
性
化
に
取
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
取

組
ん
で
い
る
「
古
仁
屋
市

街
地
商
店
街
活
性
化
に
向

け
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
に
て
活
性
化
策
を
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

柳
谷　

町
政
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
に
関
し
て
は
項
目
毎

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

柳谷議員 ー せとうち創生マニフェストについて

町長 ー 達成率は項目毎に順調である
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全
て
の
子
供
た
ち
を
育

て
る
環
境
に
つ
い
て

永
井　

保
護
者
の
皆
さ
ん

が
子
育
て
を
し
な
が
ら
、

安
心
し
て
働
け
る
環
境
作

り
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
長　

支
援
施
設
と
し
て

保
育
所
や
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
、
一
時
預
か
り
施
設

が
あ
る
。
保
育
所
に
関
し

て
は
年
度
途
中
で
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
に
関
し
て

は
年
度
当
初
で
待
機
児
童

が
発
生
し
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
の
子
供
の
人
数
の
推

移
も
考
慮
し
な
が
ら
、
施

設
の
更
新
計
画
や
既
存
の

民
間
事
業
所
と
の
協
議
の

中
で
待
機
児
童
の
解
消
に

努
め
て
い
く
。

永
井　

障
害
の
あ
る
子
供

の
子
育
て
環
境
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

町
長　

現
在
児
童
の
療
育

相
談
と
し
て
、
年
に
2
回

程
巡
回
相
談
所
を
設
け
、

大
島
児
童
相
談
所
か
ら
専

門
の
職
員
が
来
ら
れ
、
児

童
福
祉
の
相
談
を
実
施
し

て
い
る
。
育
児
に
困
難
を

感
じ
る
保
護
者
や
、
発
達

に
お
い
て
気
が
か
り
な
お

子
さ
ん
や
育
児
支
援
の

為
、
親
子
教
室
「
わ
く
わ

く
キ
ッ
ズ
」
を
月
一
回
実

施
し
て
い
る
。

永
井　

子
供
が
減
り
施
設

も
老
朽
化
し
て
い
く
事
を

鑑
み
て
一
つ
の
場
所
で
保

育
・
幼
児
教
育
・
療
育
が

出
来
る
場
所
の
必
要
性
が

出
て
く
る
と
思
う
。

各
集
落
へ
の
支
援
に
つ

い
て

永
井　
「
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
担
当
職
員
」
の
新
体

制
に
つ
い
て
詳
し
く
伺
い

た
い
。

町
長　

令
和
5
年
度
か
ら

本
格
的
な
制
度
構
築
を
目

指
し
、
今
年
度
は
一
集
落

当
た
り
、
基
本
男
女
ペ
ア

で
1
名
ず
つ
、
更
に
係
長

以
上
の
役
職
を
1
名
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
配
置
す

る
こ
と
で
合
計
3
名
体
制

と
す
る
。

永
井　
「
特
定
地
域
づ
く

り
事
業
協
同
組
合
」
制
度

に
つ
い
て
詳
し
く
伺
い
た

い
。

町
長　

人
口
急
減
地
域
に

お
け
る
、
主
に
農
林
水
産

業
、
商
工
業
な
ど
へ
安
定

的
な
雇
用
環
境
と
一
定
の

給
与
水
準
を
確
保
し
た
職

場
を
創
出
し
、
地
域
内
外

の
若
者
な
ど
を
呼
び
込
む

こ
と
が
で
き
る
様
に
な
る

と
と
も
に
地
域
事
業
者
の

事
業
の
維
持
・
拡
大
が
推

進
で
き
る
制
度
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
制
度
は
、
地

域
内
事
業
4
社
以
上
で
組

合
を
組
織
し
、
組
合
で
派

遣
従
業
員
を
雇
い
、
町
内

の
組
合
員
と
し
て
登
録
し

て
い
る
事
業
者
へ
派
遣
す

る
。

派
遣
職
員
の
給
料
や
運
営

費
に
対
し
て
、
国
及
び
町

で
負
担
す
る
経
費
の
２
分

の
１
は
組
合
員
か
ら
の
利

用
料
で
賄
い
、
残
り
の
４

分
の
１
が
国
負
担
、
４
分

の
１
が
町
負
担
と
な
る
が

町
負
担
の
２
分
の
１
は
特

交
措
置
が
な
さ
れ
る
。

古
仁
屋
高
校
の
活
性

化
に
つ
い
て

永
井　

何
故
、
古
仁
屋
高

校
を
選
ば
な
い
の
か
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
な

ど
伺
い
た
い
。

町
長　

令
和
3
年
10
月
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

島
外
の
高
校
へ
進
学
を
希

望
す
る
理
由
は
大
学
進
学

ま
た
は
就
職
に
有
利
だ
と

思
う
か
ら
、
地
元
か
ら
離

れ
た
い
か
ら
、
入
り
た
い

部
活
が
あ
る
か
ら
と
言
う

回
答
が
多
く
島
内
の
高
校

へ
進
学
を
希
望
し
て
い
る

理
由
は
、
入
り
た
い
部
活

が
あ
る
か
ら
、
大
学
進
学

又
は
就
職
に
有
利
だ
と
思

う
か
ら
、
新
し
い
友
達
つ

く
り
が
し
た
い
か
ら
と
言

う
回
答
が
多
か
っ
た
。

永
井　

助
成
金
や
奨
学
金

以
外
に
地
域
性
を
活
か
し

た
施
策
な
ど
無
い
か
伺
い

た
い
。

町
長　

既
に
学
校
で
取
り

組
ん
で
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
室
や
オ
ン
ラ
イ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
「
瀬

戸
内
町
ま
ち
づ
く
り
研
究

所
」
を
開
催
し
て
い
る
。

今
後
に
お
い
て
は
島
唄
等

の
伝
統
文
化
芸
能
、
郷
土

料
理
、
機
織
り
体
験
、
ブ

ル
ー
カ
ー
ボ
ン
体
験
、
黒

糖
、
キ
ビ
酢
作
り
、
タ
ン

カ
ン
収
穫
な
ど
実
施
可
能

な
も
の
か
ら
行
っ
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

古
仁
屋
市
街
地
の
商

店
事
情
に
つ
い
て

永
井　

瀬
久
井
か
ら
芦
瀬

地
区
に
か
け
て
店
が
2
軒

し
か
な
く
住
宅
や
官
舎
、

民
宿
も
あ
る
中
、
町
と
し

て
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

町
長　

以
前
は
数
軒
店
舗

が
あ
っ
た
が
店
主
の
高
齢

化
、
大
規
模
店
舗
の
進
出

に
よ
る
売
り
上
げ
の
減
少

が
原
因
か
と
推
察
す
る
。

収
益
が
見
込
め
れ
ば
進
出

す
る
事
業
者
も
あ
る
も
の

と
考
え
る
。

永井　しずの　議員

町
づ
く
り

永井議員 ー 全ての子供たちを育てる環境について

町長 ー 待機児童の解消に努めていく
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レ
ー
ズ
は
意
味
が
一
緒
な

の
で
し
ょ
う
か
。

町
長　

一
万
人
復
活
と
い

う
の
は
、
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
で
は
あ
り
ま
す

が
、公
約
で
も
あ
り
ま
す
。

両
方
あ
り
ま
す
。

泰
山　

で
は
公
約
と
し

て
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す

が
、
平
成
27
年
か
ら
7

年
以
上
経
ち
ま
し
た
が
、

当
時
い
つ
ま
で
に
達
成
す

る
お
つ
も
り
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

町
長　

具
体
的
に
い
つ
ま

で
と
い
う
こ
と
は
明
言
し

た
記
憶
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。

泰
山　
「
毎
年
、
各
施
政

方
針
等
々
で
人
口
目
標

一
万
を
達
成
す
る
た
め
に

予
算
化
し
て
い
る
、
事
業

を
し
て
い
る
」
と
昨
年
答

弁
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
全

く
も
っ
て
実
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。
な
ぜ
こ
こ
ま
で
話

を
す
る
か
と
言
い
ま
す
と

や
は
り
過
疎
の
集
落
を
歩

い
て
み
ま
す
と
、
自
分
た

ち
の
地
域
で
「
こ
れ
か
ら

ど
う
や
っ
て
墓
を
守
っ
て

い
っ
た
ら
い
い
の
か
」「
伝

統
文
化
を
ど
う
や
っ
て
継

承
し
た
ら
い
い
の
か
」「
瀬

戸
内
町
役
場
の
方
に
こ
う

い
う
話
を
し
て
も
ど
う
に

も
な
ら
な
い
の
か
」
と
声

な
き
声
が
た
く
さ
ん
あ
る

ん
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
平

成
27
年
に
鎌
田
町
長
が
人

口
一
万
人
を
達
成
す
る
と

い
う
形
で
旗
揚
げ
を
し
て

く
れ
た
か
ら
こ
そ
、
町
民

の
方
々
は
そ
れ
に
夢
と
希

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
7
年
の
平
均
で

年
間
１
６
７
名
の
方
が
亡

く
な
っ
て
、
出
生
者
数
が

62
名
。
出
生
者
数
が
少
な

い
と
い
う
こ
と
が
、
最
大

の
人
口
減
少
の
要
因
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的

な
年
度
を
い
つ
と
申
し
上

げ
る
の
は
大
変
難
し
い
問

題
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

泰
山　

ぜ
ひ
目
標
設
定
を

し
て
い
た
だ
い
て
、
ど
う

い
う
計
画
を
立
て
て
、
こ

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
対
し

て
そ
れ
ぞ
れ
年
間
で
ど
う

い
っ
た
形
で
効
果
検
証
を

し
て
、
ま
た
来
年
度
ど
う

し
て
い
く
の
か
、
足
り
な

か
っ
た
も
の
を
足
し
て
い

か
な
い
と
、
永
遠
に
減
っ

て
い
き
ま
す
。

　

過
疎
集
落
の
方
た
ち
は

そ
れ
以
上
に
困
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
政
治
の
役
目

だ
と
思
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。
そ
の
方
々
が

８
０
０
名
い
な
く
な
っ
た

ら
、
９
０
０
名
い
な
く
な
っ

た
ら
、
も
う
い
な
く
な
っ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

よ
う
な
数
字
に
な
っ
て
い

る
ん
で
す
。
か
な
り
の
危

機
感
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
人
口
目
標
一
万
人

を
達
成
す
る
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
こ
れ
か

ら
講
じ
て
、
い
つ
ま
で
に

達
成
す
る
の
か
、
３
期
目

含
め
て
お
聞
か
せ
い
た
だ

け
ま
す
か
。

町
長　

人
口
を
増
や
す
た

め
に
は
、
仕
事
。
そ
し
て

住
ま
い
。
子
育
て
し
や
す

い
環
境
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
た
め
に
は
安
定
的
な

公
共
事
業
の
発
注
。
既
存

の
事
業
へ
の
支
援
策
。
農

林
水
産
業
の
支
援
策
等
含

め
、
新
た
な
産
業
創
出
の

た
め
の
企
業
誘
致
。
住
ま

い
に
つ
い
て
は
、
移
住
体

験
住
宅
を
増
や
し
て
い
っ

た
り
、
地
域
提
案
型
の
空

き
家
改
修
利
活
用
事
業
を

推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば

望
を
持
っ
た
ん
だ
と
思
う

ん
で
す
。

　

そ
れ
が
昨
年
か
ら
今
も

で
す
よ
、
フ
レ
ー
ズ
だ
と

い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
付

け
加
え
た
か
と
公
約
と
同

等
の
意
味
だ
と
。

　

公
約
と
い
う
の
は
、
町

長
が
一
回
目
の
答
弁
で

も
あ
り
ま
し
た
が
、「
町

長
選
挙
の
際
に
当
選
後
実

現
す
べ
き
政
策
と
し
て
町

民
に
向
け
て
表
明
し
た
約

束
・
約
束
」
で
す
。

　

そ
の
中
で
こ
の
7
年
間

で
１
割
ほ
ど
の
人
が
い
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
阿
木
名
の
東
西
を
足
し

て
、
だ
い
た
い
８
０
０
名

弱
で
す
。
阿
木
名
の
集

落
で
さ
え
８
０
０
名
程

い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

ら
、
全
員
い
な
く
な
っ
て

し
ま
う
数
字
で
す
。
西

方
で
さ
え
も
、
阿
室
釜

か
ら
西
古
見
ま
で
３
６
０

名
程
で
も
い
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。
鎮
西
地
区
で
も

７
８
０
名
程
。
旧
実
久
地

区
も
４
３
０
名
程
に
な
っ

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

泰
山　

こ
の
人
口
一
万

人
を
達
成
し
て
い
く
こ
と

は
、
公
約
と
し
て
掲
げ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
、
そ
う

で
は
な
か
っ
た
の
か
伺
え

ま
す
か
。

町
長　

こ
の
人
口
一
万
人

復
活
は
選
挙
戦
の
際
に
私

が
使
っ
た
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
で
す
。
選
挙
運
動

を
す
る
際
に
住
民
に
分

か
り
や
す
く
、
ま
た
当

時
９
千
数
名
で
し
た
の

で
、
一
つ
の
目
標
と
し
て

一
万
人
復
活
す
る
と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し

て
使
っ
た
言
葉
で
も
あ
り

ま
す
。

泰
山　

平
成
27
年
第
４

回
定
例
会
の
稲
田
議
員
が

質
問
し
て
い
た
中
で
鎌
田

町
長
が
人
口
一
万
人
復

活
を
公
約
に
し
た
と
明
言

さ
れ
た
会
議
録
が
あ
り
ま

し
た
。
言
葉
が
公
約
か
ら

フ
レ
ー
ズ
に
な
っ
た
と
聞

こ
え
ま
す
が
、
公
約
と
フ

泰山　祐一　議員

政
治
姿
勢

泰山議員 ー 町長の政治姿勢について

町長 ー 人口を増やすために仕事。 住まい。 子育てしやすい環境



一般質問
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

に
つ
い
て

中
村　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
に
つ
い
て
、
未
だ
終

息
の
き
ざ
し
が
見
え
ま
せ

ん
が
、
本
町
で
の
こ
れ
ま

で
の
過
去
3
年
間
の
1
年

ず
つ
の
感
染
者
数
を
お
尋

ね
し
ま
す
。

町
長　

令
和
2
年
が
8

名
、
令
和
3
年
が
41
名
、

令
和
4
年
1
月
か
ら
8
月

25
日
ま
で
が
１
，
５
７
４

名
で
、
感
染
者
の
合
計
人

数
は
、
１
，
６
２
３
名
で

あ
り
ま
す
。

中
村　

10
代
の
感
染
者
が

全
国
的
に
増
え
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
本
町
で
の
5

歳
か
ら
11
歳
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
状
況
に
つ
い
て
お
尋

ね
し
ま
す
。

町
長　

対
象
者
は
４
８
０

名
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
者

は
、
47
名
の
接
種
率
９
．

７
％
で
あ
り
ま
す
。

網
野
子
～
節
子
線
に
つ

い
て

中
村　

測
量
は
し
て
あ
り

ま
す
が
土
砂
撤
去
作
業

の
計
画
な
ど
お
尋
ね
し
ま

す
。

町
長　

今
年
度
は
測
量
設

計
業
務
委
託
に
よ
り
法
面

対
策
工
法
の
比
較
検
討
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
令
和

5
年
度
に
土
砂
撤
去
作
業

及
び
法
面
対
策
を
実
施
す

る
計
画
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

中
村　

道
路
ぞ
い
の
雑
草

が
生
い
茂
っ
て
お
り
ま
す

が
伐
採
計
画
な
ど
お
尋
ね

し
ま
す
。

町
長　

町
道
網
野
子
節
子

線
伐
採
業
務
委
託
を
発
注

済
み
で
あ
り
ま
す
。
受
注

者
へ
は
出
来
る
だ
け
早
め

に
伐
採
を
行
う
よ
う
指
示

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
の
第
3
回
定
例
会
の

補
正
予
算
に
お
い
て
、
集

落
か
ら
の
要
望
な
ど
に
伴

う
生
活
路
線
及
び
観
光
道

路
に
つ
い
て
は
、
集
落
支

援
事
業
と
し
て
2
回
目
の

伐
採
業
務
委
託
の
予
算
計

上
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

嘉
徳
護
岸
工
事
の
現

状
に
つ
い
て

中
村　

嘉
徳
護
岸
工
事
の

現
状
に
つ
い
て
見
解
を
伺

い
ま
す
。

町
長　

現
在
、
ウ
ミ
ガ
メ

の
産
卵
期
等
に
よ
り
思
う

よ
う
な
工
事
進
捗
が
図
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

現
在
の
状
況
に
関
す
る
情

報
共
有
と
今
後
の
工
事
に

対
す
る
理
解
促
進
に
向
け

て
、
県
か
ら
集
落
の
住
民

に
対
し
て
工
事
説
明
会
の

開
催
に
つ
い
て
協
議
が
あ

り
ま
し
た
。

　

町
と
し
て
も
工
事
説
明

会
へ
参
加
し
、
住
民
が
一

日
で
も
早
く
安
心
・
安
全

な
生
活
が
出
来
る
よ
う
工

事
の
早
期
完
成
に
向
け
、

県
と
連
携
を
図
り
取
組
ん

で
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

中
村　

給
食
食
材
費
が
高

騰
し
て
い
る
と
聞
き
ま
す

が
、
本
町
の
現
状
と
対
応

及
び
対
策
を
お
尋
ね
し
ま

す
。

教
育
長　

給
食
費
の
材
料

に
つ
い
て
は
、
原
油
価
格

高
騰
や
天
候
不
良
等
を
背

景
に
年
々
増
加
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
も

コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ

紛
争
、
円
安
進
行
等
に
よ

る
原
材
料
高
騰
の
影
響
に

よ
り
、
更
な
る
増
加
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
主
食
分
に
つ
い

て
は
町
が
補
助
し
て
い
ま

す
が
、
度
重
な
る
材
料
費

高
騰
の
中
、
児
童
生
徒
の

心
身
の
健
全
な
発
達
に
資

す
る
給
食
の
質
を
確
保
す

る
た
め
、
給
食
費
の
見
直

し
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業

を
活
用
し
、
材
料
費
高
騰

分
の
負
担
軽
減
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

中
村　

小
・
中
学
校
の
給

食
費
無
償
化
の
課
題
に
つ

い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

教
育
長　

学
校
給
食
費
に

係
る
経
費
の
負
担
に
つ
い

て
は
、
学
校
給
食
法
に
お

い
て
、
給
食
実
施
に
必
要

な
施
設
及
び
設
備
並
び
に

運
営
に
要
す
る
経
費
は
設

置
者
（
町
）
の
負
担
、
そ

れ
以
外
は
保
護
者
の
負
担

と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
本
町
に
お

い
て
は
主
食
分
は
町
が
負

担
（
補
助
）
し
、
副
食
分

の
み
を
保
護
者
負
担
と
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
給
食

費
に
つ
い
て
は
、
要
保
護

世
帯
に
つ
い
て
は
全
額
補

助
、
準
要
保
護
世
帯
に
つ

い
て
は
一
部
補
助
が
あ
り

ま
す
。

中村　義隆　議員

町
民
生
活

中村議員 ー 網野子 ・ 節子線の道路について

町長 ー 令和 5 年度に土砂撤去作業及び法面対策を実施計画

　　　町道 網野子～節子線



一般質問
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て

福
田　

現
在
小
学
生
の

お
子
様
を
持
つ
世
帯
の
方

で
、
長
期
休
み
の
際
に
子

ど
も
を
預
け
る
事
が
出
来

ず
に
困
っ
て
い
る
方
々
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
町
と

し
て
は
、
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
ど
の
様
に
お
考
え
で

し
ょ
う
か
。

町
長　

両
親
が
共
働
き
な

ど
に
よ
り
、
昼
間
家
庭
に

い
な
い
就
学
児
の
放
課
後

や
長
期
休
暇
時
に
お
け
る

居
場
所
と
し
て
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま

す
。
両
親
の
就
業
状
況
な

ど
の
条
件
や
、
利
用
料
負

担
な
ど
の
ル
ー
ル
が
あ
り

ま
す
が
、
保
護
者
に
と
っ

て
は
安
心
・
安
全
な
居
場

所
と
し
て
期
待
す
る
と
こ

ろ
の
大
き
な
施
策
で
す
。

今
現
在
、
古
仁
屋
地
区
の

み
に
お
い
て
民
間
団
体
が

実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
を

制
度
上
の
財
政
支
援
を
行

う
こ
と
で
対
応
し
て
い
ま

す
が
、
利
用
希
望
者
が
多

く
、
令
和
4
年
度
に
お
い

て
受
け
入
れ
可
能
人
数
を

上
回
り
、
待
機
児
童
が
発

生
し
、
古
仁
屋
以
外
の
地

区
か
ら
も
長
期
休
暇
時
の

居
場
所
に
つ
い
て
、
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。
町
と

し
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら

の
子
ど
も
の
人
数
推
移
も

考
慮
し
な
が
ら
、
既
存
の

民
間
事
業
や
関
係
部
署
と

協
議
を
行
い
、
待
機
児
童

の
解
消
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

教
育
長　

現
在
、
教
育
委

員
会
で
は
、
長
期
休
暇
中

の
子
ど
も
の
安
全
・
安
心

な
活
動
拠
点
と
し
て
、
古

仁
屋
・
阿
木
名
・
諸
鈍
放

課
後
子
ど
も
教
室
の
３
教

室
を
開
校
し
て
い
ま
す

が
、
活
動
時
間
が
4
時
間

以
内
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
午
後
か
ら
の
開
校

と
な
っ
て
い
ま
す
。
朝
か

ら
夕
方
ま
で
の
開
校
が
出

来
な
い
か
と
い
う
ご
意
見

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
民

間
組
織
と
の
連
携
や
関
係

課
と
の
連
携
を
活
動
場
所

を
含
め
調
査
、
研
究
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

福
田　
「
夏
休
み
の
終
日

の
子
ど
も
預
か
り
」
が
な

い
の
で
地
区
を
隔
て
た
有

志
で
「
子
ど
も
預
か
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
心
を
寄
せ
て
く
だ

さ
る
企
業
様
や
個
人
の
皆

様
に
よ
っ
て
、
運
営
費
の

ご
支
援
と
い
う
形
で
支
え

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
古

仁
屋
地
区
学
童
ク
ラ
ブ

と
同
程
度
の
利
用
料
と
し

て
、
阿
木
名
小
6
人
、
嘉

鉄
小
1
人
、
油
井
小
1

人
、
古
仁
屋
小
2
人
、
計

10
人
で
実
施
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
事
故
も
な

く
楽
し
い
夏
休
み
生
活
を

過
ご
す
こ
と
は
出
来
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
保
護
者

の
方
々
も
頑
張
っ
て
お
ら

れ
る
の
で
町
と
し
て
も
今

後
の
長
期
休
暇
の
終
日
預

か
り
対
策
を
改
め
て
確
実

に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

医
療
福
祉
に
つ
い
て

福
田　

Ｒ
６
年
3
月
31
日

を
も
っ
て
児
童
発
達
支
援

事
業
所
「
こ
こ
園
」
が
閉

園
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
そ
の
後
、
町
営
で

運
営
引
継
ぎ
を
さ
れ
る
意

向
が
あ
る
の
か
、
伺
い
ま

す
。

町
長　

児
童
発
達
支
援
事

業
所
「
こ
こ
園
」
が
閉
園

し
た
後
町
営
で
運
営
引
継

ぎ
を
さ
れ
る
意
向
に
つ
い

福田　鶴代　議員

子
育
て

福田議員 ー 放課後児童クラブ等について

町長 ー 関係部署と協議を行い待機児童解消に努めて参りたい

( 有 志 に よ る 預 か り 風 景 )

て
で
あ
り
ま
す
が
、
児
童

発
達
支
援
事
業
所
「
こ
こ

園
」
か
ら
令
和
６
年
3
月

31
日
を
も
っ
て
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
終
了
す
る
旨
の
文

書
は
受
け
て
お
り
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
障
害
児
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
途
切
れ

る
事
の
無
い
よ
う
、
児
童

発
達
支
援
や
放
課
後
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
出
来

る
新
た
な
事
業
所
の
公
募

を
今
年
度
中
に
行
い
た
い

と
考
え
て
お
り
、
現
在
の

と
こ
ろ
町
営
で
の
運
営
を

実
施
す
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。
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グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に

つ
い
て

元
井　

策
定
の
経
緯
を
伺

い
ま
す
。

町
長　

人
口
減
少
を
は
じ

め
社
会
が
変
化
し
、
そ
れ

に
伴
う
対
応
に
追
わ
れ
る

中
、
今
時
代
の
転
換
期
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
社
会
問

題
を
解
決
す
る
だ
け
で
な

く
、
町
の
個
性
、
魅
力
、

価
値
、
強
み
を
重
視
し
、

活
か
し
て
目
指
す
べ
き
将

来
像
と
そ
の
実
現
方
策
を

共
有
し
、
そ
の
実
現
に
向

け
て
町
全
体
で
取
組
む
必

要
性
を
感
じ
、
策
定
の
決

定
に
至
っ
た
次
第
で
あ
り

ま
す
。

元
井　

長
期
の
計
画
で
あ

る
理
由
を
伺
い
ま
す
。

町
長　

こ
れ
ま
で
の
本
町

の
各
種
計
画
策
定
手
法
は

フ
ォ
ア
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ

と
言
わ
れ
る
過
去
の
デ
ー

タ
や
実
績
な
ど
に
基
づ

き
、
現
状
で
実
現
可
能
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
を
積
み

上
げ
て
、
未
来
の
目
標
に

近
づ
け
よ
う
と
す
る
方
法

で
策
定
し
て
き
て
お
り
、

こ
れ
は
短
期
的
な
計
画
策

定
向
き
の
手
法
で
、
現
状

の
延
長
的
な
計
画
に
な
る

傾
向
が
強
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

一
方
今
回
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
、
全
体
構
想
に

つ
い
て
は
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス

テ
ィ
ン
グ
と
言
わ
れ
る
、

逆
算
思
考
、
瀬
戸
内
町
の

２
０
５
０
年
の
将
来
像
を

描
き
、
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
に
現
在
、
5
年
後
、

10
年
後
、
20
年
後
に
何
を

し
て
い
け
ば
良
い
の
か
を

考
え
て
い
く
手
法
で
す
。

　

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は

28
年
後
に
あ
る
べ
き
姿
を

描
き
、
そ
の
構
想
を
長
期

振
興
計
画
等
そ
れ
ぞ
れ
の

短
期
的
、
中
期
的
計
画
に

取
り
入
れ
て
い
く
基
に
な

る
も
の
を
策
定
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

よ
う
な
長
期
間
を
対
象
と

し
た
構
想
に
な
り
ま
す
。　

　

例
を
挙
げ
れ
ば
今
か
ら

5
年
後
ま
で
に
何
を
す
べ

き
か
と
い
う
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
に
示
さ
れ
た
も
の

が
令
和
6
年
度
か
ら
の
第

5
次
瀬
戸
内
町
長
期
振
興

計
画
の
後
期
計
画
に
反
映

さ
れ
て
い
く
も
の
で
、
こ

れ
を
数
回
繰
り
返
し
て
、

で
き
る
か
ぎ
り
あ
る
べ
き

姿
に
近
づ
く
と
い
う
こ
と

で
す
。

ド
ロ
ー
ン
に
つ
い
て

元
井　

導
入
の
経
緯
を
伺

い
ま
す
。

町
長　

現
在
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ

ル
ー
プ
、
三
井
住
友
グ

ル
ー
プ
と
実
証
実
験
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
導

入
に
つ
い
て
は
、
来
年
度

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

元
井　

効
果
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

町
長　

災
害
時
の
対
応
、

平
時
に
お
い
て
は
、
買
い

物
弱
者
対
策
等
で
効
果
が

出
る
よ
う
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す

元
井　

今
後
の
方
向
性
を

伺
い
ま
す

町
長　

令
和
5
年
度
か
ら

実
装
を
開
始
す
る
予
定
で

あ
り
ま
す
が
、
実
装
後
は

数
社
に
よ
る
共
同
企
業
体

で
有
事
、
平
時
に
お
い
て

の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
確

実
に
行
い
、
収
支
面
に
お

い
て
も
自
走
に
近
い
段
階

へ
進
め
て
い
け
る
よ
う
努

め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。生

徒
の
ラ
ン
ド
セ
ル
に

つ
い
て

元
井　

小
学
生
に
は
重

い
の
で
は
と
思
う
が
ど
う

か
。
な
ぜ
あ
ん
な
に
重
い

の
か
。
も
っ
と
軽
々
と
で

き
な
い
も
の
か
。

教
育
長　

教
科
書
や
教
材

な
ど
が
絵
や
図
表
を
用
い

て
分
か
り
や
す
く
資
料
性

を
高
め
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
以
前
に
比
べ
て
大
き

な
サ
イ
ズ
と
な
り
、
そ
れ

ら
を
登
下
校
時
に
背
負
う

ラ
ン
ド
セ
ル
（
荷
物
）
が

重
く
な
っ
て
い
る
と
考
え

ま
す
が
、
児
童
の
体
力
消

耗
や
事
故
の
危
険
性
が
高

ま
る
こ
と
な
ど
も
想
定
さ

れ
ま
す
。

　

教
科
書
の
重
さ
に
制
限

を
か
け
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
が
、
家
庭
学
習
に
必

要
な
も
の
だ
け
を
持
ち
帰

り
、
必
要
と
し
な
い
教
科

書
・
教
材
を
学
校
に
置
い

て
帰
る
こ
と
も
で
き
る

「
置
勉
」
の
推
進
も
含
め
、

荷
物
の
重
さ
軽
減
が
図
ら

れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

元井　直志　議員

長
期
計
画

元井議員 ー グランドデザインについて

町長 ー ２050 年にあるべき姿を描く長期構想
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総務経済常任委員会所管事務調査委員長報告

「 加計呂麻島ターミナル建設等に関する調査」
総務経済常任委員会では、令和 3 年 8 月から令和 4 年 8 月までの間、所管事務調査で「加計呂麻

島ターミナル建設等に関する調査について」を行いました。その調査が終わりましたので報告い

たします。

　まず令和 3 年 8 月 18 日に当局説明を受けました。スケジュールとして同年 9 月建設検討委員

会を立ち上げ、12月に取りまとめ、令和4年1月から2月にパブリックコメントで意見聴取を行い、

基本計画を作成後に、3 月に全員協議会で説明するとの事でした。令和 4 年 1 月 26 日に基本設

計がまとまり、内容及び今後のスケジュールの説明を受けました。

　また、6 月 9 日に水産観光課からの説明の中で、パブリックコメントには 25 人から 70 件、2

月の住民説明会では 141 件の意見を基に説明会を開催しますとのことでした。

　令和 4 年 8 月 19 日にはこれらの意見に対する当局の見解の説明を受け、令和 5 年 3 月までに

は実施設計が出来ることもあり、当委員会としては、パブリックコメントの聴取、住民説明会の

開催等当局の対応に対して妥当な計画であると判断し調査を終了したいと考えます。今後も加計

呂麻住民の意見を取り入れてもらい、計画の速やかな実現と維持管理に十分配意して素晴らしい

施設としていただく事を望みます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　意見書

　　１． 実施設計に向け、 住民意見を十分に取り入れ、 維持管理にも配意して進められたい。

この件については、「地域公社」とはの概念が不明であったので先ずは詳細な内容を総務経済常任

委員会で調査事項としました。

　令和 4 年 4 月 27 日と 8 月 19 日に農林課及び地域公社の担当者を交えての内容説明では、

⓵ふるさと納税、②特産品の企画販売、⓷広告宣伝販売、⓸農業担い手の研修、⓹農地利用集積、

⓺基幹作物事業、⑦機械施設貸出事業、⑧農作物の受委託、⑨農作物の研究開発、⑩キビ酢黒糖の

製造販売、⑪宿泊施設、⑫多目的施設、⑬飲食店経営等多岐に渡り、正に瀬戸内町の経済の基幹を

形成するものです。先ずは目前に存在するであろうキビ酢村構想について調査することにし、主要

案件としました。キビ酢村構想は、現在進行中で令和 5 年から土地整備に着手し完成は令和 8 年

から 9 年にかけてとの事でした。

　今後の進捗を見守りながら当委員会として、ふるさと納税等、地域公社の他の業務についても調

査しながら提言をしていきたいと考えます。

総務経済常任委員会所管事務調査委員長中間報告

「 奄美せとうち地域公社のあり方について」
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　文教厚生常任委員会では、令和 2 年 12 月から所管事務調査「子育て環境に関する調査」を行

いました。

　コロナ禍において、調査が長期にわたりましたが、終了しましたので報告いたします。

　令和 3 年 1 月 22 日、1 回目の委員会を開き、次の２つの項目を今後の調査活動として、決定

しました。

１．「子ども・子育て支援事業計画」を基に、保育所に関して町民生活課からの聞き取り調査

２．各保育施設を訪問し、施設環境や設備等の確認及び子ども達の活動状況を見学して、保育士

より現状と課題の聞き取り調査

　令和 3 年 1 月 28 日、町民生活課の課長・課長補佐・担当係長、そして高丘保育所長へ聞取り

調査を行い、次の意見・要望がありました。

１．保育士不足について

　募集しても応募がなく、限られた人数でやっているので、先生たちの業務量や子ども達が安全

に過ごせる環境づくり等、業務を見直しながら、改善方法を模索中である。

２．遊具の老朽化について

　へき地保育所を含め、古い遊具を利用している状況なので、可能であれば新しい遊具を要望し

たい。

３．施設の老朽化について

　新しい施設は用地や予算の問題もあるので、現施設を活用したいと考えている。

４．予算の確保について

　保育士の定年退職を見据えて、有資格者を定員より多めに募集しています。また、職員の質を

高めるための研修会等への予算確保に努めたい。

５．放課後児童クラブについて

　今年度は、月平均 30 人程度で先生は 4 人。担当先生方と課題についての意見交換は随時行っ

ている。

　

　令和 3 年 2 月に各保育施設への訪問調査を行う予定でしたが、コロナ禍で実施できず、7 月に

各保育施設とその保護者へ「町に対しての意見・要望」「町の支援事業を把握・活用」等のアンケー

トを実施しました。

　令和 3 年 10 月 1 日、アンケート結果を基に、保健福祉課・町民生活課・教委総務課・社会教育課・

建設課・農林課との意見交換を行いました。このことは、令和 3 年 11 月の議会だよりに掲載し

ましたが、特に多かった 2 点について、町当局の説明は次のとおりでありました。

１．公園整備について　

　　建設課では、「公園の草刈りは 5 月より月に 1 回委託しております。遊具については、月に 1

回の点検を行っており市街地の公園で故障している遊具はありません。清水公園の広場の整備を

文教厚生常任委員会所管事務調査委員長報告

「 子育て環境に関する調査」



（15）

令和 6 年度に計画しているので、小さい子どもも遊べる遊具を計画していきたいです」との事で

した。

２．雨天時に遊べる施設について

社会教育課では「令和 4 年度～ 5 年度に清水体育館の大規模改修をして、遊戯室と授乳室を設け

る計画があります。基本は子育てしながらスポーツを楽しむための施設なのですが、雨天時も体

育館の有効活用を考えています」との事でした。

　

令和 3 年 10 月 20 日、委員会を行い、「子育てに関する窓口を一元化することで町民からの色々

な意見に対して耳を傾けることが出来るのでは」とのことで、子育て関係を一元化している龍郷

町と奄美市を訪問し、子育て環境に関する調査を行うこととしました。

令和 3 年 11 月 10 日、龍郷町・奄美市で前回行った保育施設・保護者からの意見・要望を踏まえての、

子育て環境に関する調査を行いました。

１．窓口一元化によるメリットについて

２．保育所の入所条件緩和（0 歳児の入所）について

３．各幼稚園、保育所の給食について

４．幼稚園教諭、保育士配置状況及び確保対策（定数、会計年度任用職員数）について

５．幼稚園・保育所の一体教育について

６．緊急的な子供預かり施設（早朝、夜間）について

７．各施設（幼稚園、保育所）の遊具整備状況について

８．雨天時の遊び場（室内遊具等）について

９．子供たちの送迎バスについて

10．子育て支援に関して住民から多くある要望について

11．町内全体での子育てに関する連絡会等の設置について

12．療育について

令和４年５月１５日～１６日に霧島市こども館・南九州市・さつま町の視察を行いました。

５月１５日は、霧島こども館の徳石館長の案内で、屋内外の施設見学を行いました。幼児期にお

ける基礎体力を向上させたり、子どもの発想力や想像力を育成し、その健全な成長を図ることを

目的に旧国分ハイテク展望所をリノベーションした施設でした。

５月１６日午前は南九州市の「福祉課子育て支援係」「教育委員会教育総務課」、午後からはさつ

ま町の「子ども支援課」を訪問して、１４項目の質疑と意見交換を行いました。

１．幼稚園と保育所の設置状況について

２．２歳児以下の保育料無償化について　

３．保育所の入所条件緩和（０歳児の入所）について

４．私立保育所と行政の連携について

５．各幼稚園の給食（給食センターへ依頼、給食の回数、１食当たりの金額）について

６．幼稚園教諭配置状況及び確保対策（定数及び会計年度職員数）について
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編
集
後
記

　

こ
の
度
、
瀬
戸
内
町
は
、

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定

し
た
。

　

こ
れ
は
２
０
５
０
年
の
瀬

戸
内
町
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も

の
で
あ
る
。
5
年
後
、
10
年

後
で
な
く
、
28
年
後
の
瀬
戸

内
町
が
、
住
み
や
す
く
発
展

し
て
い
く
た
め
に
は
、
今
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
み
ん
な
で

考
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
、

実
に
壮
大
な
計
画
で
あ
る
。

28
年
後
の
自
分
は
１
０
０
才

に
な
っ
て
い
て
生
き
て
い
る

の
か
ど
う
か
も
疑
わ
し
い
。

し
か
し
、
１
０
０
才
に
な
っ

て
も
尚
、
元
気
で
長
生
き
し

て
い
る
姿
を
想
像
す
る
の
も

中
々
に
楽
し
い
も
の
だ
。
今

や
人
生
は
１
０
０
年
と
云
わ

れ
て
い
る
が
実
際
に
１
０
０

才
ま
で
生
き
て
い
る
方
は
稀

で
あ
る
。
そ
れ
も
元
気
一
杯

で
自
分
で
生
活
で
き
て
い
る

方
は
、
ほ
ぼ
い
ら
っ
し
ゃ

議
会
報
編
集
委
員
会

委

員

長　
元
井　
直
志

副
委
員
長　
永
井　
し
ず
の

委

員　
福
田　
鶴
代

委

員　
柳
谷　
昌
臣

委

員　
池
田　
啓
一

委

員　
向
野　
忍

委

員　
長　　
順
一

ら
な
い
の
で
は
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
あ
ま
り
ボ
ケ
ず
に

自
力
で
１
０
０
才
生
き
抜
い

て
い
る
自
分
を
想
像
し
て
み

る
の
も
い
い
。
先
ず
そ
の
為

に
は
今
か
ら
努
力
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
ガ
ン
ジ
ー
も

云
っ
て
い
る
。「
明
日
死
ん

で
も
い
い
か
の
よ
う
に
生
き

な
さ
い
。
永
遠
に
生
き
る
か

の
よ
う
に
学
び
な
さ
い
」
と
。

28
年
後
も
学
ん
で
い
る
よ
う

な
人
生
を
送
ろ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

                           　　　　　　　　　意　見　書

１．子育てに関する課及び係の一元化の組織体制を図られたい。

　　窓口を一元化することで、子育てへの相談がしやすくなり、細かな住民サービスの向上が

　　図れる。また、子どもの健康状態に関する情報の一本化が図れ、共有化へとつながる。

２．保育施設について民営化の推進に努められたい。

　　民間事業者の持つ機能性や柔軟性が活かされ、多様な保育サービスの提供が期待される。

　　また、国の制度も民間を前提としている。（幼保連携型認定こども園も視野に入れる）

３．子育てに関する町独自の対策を講じられたい。

　　①保育士確保（奨学金制度の創設、みなし保育士及び学童指導員等の育成）

　　②職場環境の改善（勤務時間の柔軟性を図り、開所・閉所時間の延長）

　　　※各意見書については、 議会の意見として当局へ提出しています。

７．幼稚園・保育所の一体教育について

８．緊急的な子供預かり施設（早朝・夜間）について

９．公園及び遊具等の設置状況について 10．各施設（幼稚園・保育所）の遊具整備状況について

11．雨天時の遊び場について

12．子どもたちの送迎バスについて

13．子育て支援に関して住民から多くある要望について

14．放課後子ども教室・学童保育の設置状況について

以上の調査を踏まえ、令和４年８月１６日当委員会を開催し調査結果の取りまとめを行い、次の

意見を集約いたしました。

前
回
の
議
会
だ
よ
り
第
１
６
８
号
の
８
ペ
ー
ジ
、
泰
山
祐
一
議
員
の
一
般
質
問
中
、
表
題
に
間
違
い
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。「（
誤
：人
事
異
動
）、（
正
：リ
サ
イ
ク
ル
）」


